
多かったですし、朝早くから夜９時過ぎまで働き続け

ました」と、勇理事長は当時を振り返る。

　その無理がたたったのだろう。2003年に勇理事長

は体調を崩し、診療ができない状態になってしまった。

「突然の不調でした。患者さんを待たせるわけにもい

かないので、旧知の先生に代診をお願いしましたが、

長期的にはできません。閉院が頭をよぎる一方で、開

業時に決意した地域貢献をしたいという志は、道半ば

です。熟考の末、他の歯科医院に勤務していた堅先

生に助けてもらうことにしたのです」（勇理事長）

　急きょ、たけしま歯科に勤務することになった堅院

長は、こう話す。

「いずれ自分の歯科医院を開業したいと思っていました

が、兄の体調を考えると、１人での診療継続が難しい

のは明らかでした。思いがけない方向転換でしたが、

兄を助けようと決めたのです」（堅院長）

　勇理事長は、堅院長が診療に加わったことで心労が

和らぎ、体調が回復。それからは、勇理事長、堅院長、

悦子さんの３人で歯科医院を盛り立てることになった。

　スタッフも増え、手狭になってきた頃、現在地の物

件が見つかり、2006年に本院を移転新築。2008

年には医療法人堅勇会を設立した。そして、30周年

を迎えた2018年、堅先生は副院長から院長に昇格。

「たけしま歯科・小児歯科」（以下、たけしま歯科）は、う

るま市との市境も近い沖縄市の東部にある。一般歯科

の本院を中核に、予防歯科が中心の「タケシマデンタ

ルオフィス」、審美歯科とインプラントなどの自費診療

を行う「 T Dental Frontier」を持つ総合歯科医院だ。

　竹島勇理事長と、奥様で事務長の悦子さんが力を

合わせ、開業したのは1988年のこと。2004年に勇

理事長と18歳、離れた弟さんの竹島堅院長が勤務を

開始。2014年からは長男の尚孝先生、次男の朋宏

先生が、2021年からは三男の浩平先生が診療に加

わった。

　現在は、堅先生がたけしま歯科の院長を務め、勇

理事長と尚孝先生、浩平先生が常勤医として働く。

　勇理事長が開業した頃は、虫歯の洪水時代。勇理

事長と悦子さん、スタッフが2名、ユニット４台の40坪

ほどのクリニックに、１日60～70人の患者がひっきり

なしに訪れていた。小児歯科を看板に掲げていたこと

もあり、子どもの患者も多かった。

「今と違い、予約時間はあってないようなもの。急患も

僕が院長になってから、もう一度、熊谷先生のもとで

勉強し直しました。その後は、淳代先生を頼りながら、

僕もスタッフも成長したことで、システムがスムーズに

回るようになったと思います」（朋宏先生）

　現在、本院には１日80人、分院のタケシマデンタルオ

フィスには、１日40～50人の患者が通院している。

　それらの患者を受けいれるスタッフは、総勢63名。

歯科医師が常勤７名、非常勤が２名。歯科衛生士は非

常勤も合わせて32名、歯科助手が６名、事務職が２

名、受付が10名、クリーンスタッフが４名だ。

「毎月、給料日はドキドキしています」と、マネージメント

を担う悦子さんは笑う。

　これほどの人数が気持ちよく働ける環境を作るには、

理念を明確にし、労務管理や院内規約、人材教育など

がルールに沿ってマニュアル化された組織運営が必要

になる。

「少しずつ整備はしていましたが、堅先生が院長になっ

てから、一気に企業としての組織構築が進みました。

堅先生がこれまでの組織運営に危機感を抱いていた

たけしま歯科は、また新しいステージを迎えたのである。

　堅院長が加わった2004年からの、もっとも大きな

変化は、チーム医療を重視したことだ。

「体調を崩したことで、チーム医療の大切さに目覚め

ました。堅先生と相談しながら、患者さんとスタッフ

の担当を分け、院内の体制を徐々に整えていったの

です」（勇理事長）

　たけしま歯科がチーム医療をさらに強化し、総合歯

科医院の方向へ大きく動き出したのは、2006年の移

転新築が契機だ。ユニットが10台に増えたことで、患者

数が激増。歯科衛生士などのスタッフや「勉強がした

い」と働いてくれる若手の勤務医などが増えていった。

「開業したときから、予防歯科に力を入れたいと思って

いたのですが、なかなかできなかったのが、新しい建物

になり、広さを確保したことで可能になりました。診療

室のスペースを治療と予防に分け、オペ室も作り、消

毒・滅菌の設備も整え、一人ひとりの患者さんをじっく

り診るという診療に変わっていきました」（勇理事長）

　治療から予防に少しずつ比重が移ってきた頃、勇理

事長は、2014年、予防歯科中心のタケシマデンタル

オフィス（P07）を本院の近くに開業した。

「１日120人が来院し、治療の患者さんもまだまだ多

く、予防歯科のシステム構築に難航していました。

日々の診療を続けながら、歯周病や虫歯が生活習慣

病であることや自宅ケアの大切さを伝え、患者さんの

意識を変えるのが難しかったのです。そこで、予防セ

ンター的な歯科医院を別の場所に作ることにしまし

た」（勇理事長）

　新しい歯科医院を軌道に乗せる準備として、勇理事

長とスタッフたちは、日吉歯科診療所の熊谷崇先生の

門戸を叩いた。沖縄から山形まで、見学はもちろん、セ

ミナー受講のために何度も足を運び、メディカルトリー

トメントモデル（MTM）の体制を整えていった。

　現在、タケシマデンタルオフィスの院長を務める朋

宏先生が、たけしま歯科で働き始めたのは、ちょうどこ

の頃だ。朋宏院長は、こう話す。

「スタートしてからも試行錯誤はありました。開業から

しばらくは、叔母の竹島淳代先生たちが担当していた

のですが、唾液検査を患者さんに受け入れてもらえな

かったり、メインテナンスの定期的な通院を理解して

いただけなかったり、苦労していました。スタッフもシフ

トの都合で入れ替わったりして、うまくシステムが構築

できなかったんです。そこで、開業から２年経った頃、

からです」（勇理事長）

　そこで、運営をより法人として整えるため、2019

年にT Dental  Front ierを本院に増築する形で開業。

自費専門医院であり、ホワイトニングを中心に、セラ

ミック審美治療やマウスピース矯正、インプラントな

ども診療科目に含まれている。インプラントオペは現

在2ヵ月待ちとのこと。

「 T Dental  Front ierはホワイトニング専門会社とも

提携しています。企業と提携することで、私たち医療専

門職にはどうしても不足する企業経営のノウハウが学

べます。T Dental  Front ierの開業には、患者さんに

審美歯科やより高度な自費診療を提供すると共に、ス

タッフを守る組織運営ができるという２つの狙いがあり

ました」（堅院長）

　組織運営のあり方をめぐって、勇理事長と堅院長、悦

子さんら竹島ファミリーの経営会議は毎回、喧々諤々。

方向性をまとめるのに時間はかかったが、診療時間を

短縮したり、予約管理を徹底したり、働き方の改善に積

極的に取り組んだ。経験則で進められていた新人教育

などもマニュアル化され、組織の方針が院内で共有し

やすい形に整えられていった。

「これからは優秀な人材をどう集めるかが重要に

なってきます。働きたいと魅力を感じてもらえる歯科

医院であるためには、進化を続ける必要があると

思っています」（堅院長）

　勇理事長と悦子さんの２人から始まったたけしま歯

科には、いまや竹島ファミリーが６人も揃っている。家

族の絆は強く、取材のときも皆さんが勢揃いし、にぎや

かに話を聞かせてくれた。

　勇理事長と悦子さんは、子どもたちに歯科医師の

道を勧めたことはない。しかし、子どもたちは学校が

終わると、歯科医院に立ち寄り、両親の働く姿を見て

育った。

「歯科医師になったのは、やはり父が常々、『歯科医師

は楽しいよ』と話していたことが大きかったと思います。

僕は今、堅先生がたけしま歯科で働き出した頃の年齢

になりました。父や叔父のように新しいものを生み出し

ていけるか、歯科医師として、経営者として、患者さん

や組織を守る力がついたかどうか、兄や弟ともよく話

をしています」（朋宏先生）

「堅先生は、視野が広く、社会が歯科医院に何を求め

ているか、たけしま歯科がどういう方向に進めばいい

かを考える先見性があります。息子たちの考えや挑戦

したいことも、上手に吸い上げて、私に伝えてくれるの

も、ありがたいです。堅先生が院長になり、息子たちが

成長してきた今、直感と経験の時代から、データに基

づいた治療や経営の時代へ変わってきていることを実

感します」（勇理事長）

　世代交代が進むたけしま歯科だが、開業時から変

わらないのは、地域貢献を大切にする理念だ。勇理事

長は、忙しい外来の合間を縫って、週３回の訪問診療

を続けている。

　歯科を通じて、沖縄の人たちの健康を守ること。共

に働くスタッフはもちろん、歯科技工士や医療機器

メーカー、ディーラーなど、たけしま歯科にかかわるす

べての人との縁を大切にし、共に成長していくこと。た

けしま歯科の理念に込めた熱い思いは、これからも変

わらずに続いていく。
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沖縄市の「たけしま歯科・小児歯科」は、地域貢献を理念に
掲げる総合歯科医院。家族６人と��名のスタッフがチーム
医療に取り組んでいる。��年の歩みと今後を伺った。

地域貢献を理念に
全世代の健康を
家族で守る総合歯科医院
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